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会長卓話 

 

大熊 正行 会長 

先々週の 3月 23日（水）の例会以来、3週間ぶり

に例会場に戻って参りました。その間、3月 26日

（土）には、浪江ロータリークラブの例会場であった、

「如水」の敷地内に、越谷北ロータリークラブ創立 40

周年と浪江ロータリークラブとの友好締結 20周年を

記念して、更には 5年前の東日本大震災の被災によ

り、未だ帰還困難区域になっている浪江ロータリーク

ラブ管内でもある、浪江町・双葉町・大熊町の一日も

早い復興を祈念しての記念石碑を建立して、設置完

了となりましたので、除幕式を行いました。その石碑

は青木 清会員の会社にお願いしまして、大変素晴

らしい石碑が完成しました。 

当日は、浪江 RCからは、中西会長を始めとして 5

名の会員が、越谷北 RCからは総勢 16名の会員に

参加していただきました。当日は、少し寒さもありまし

たが晴天に恵まれて、現地で依頼した神社の禰宜さ
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んに、石碑のお清めと復興祈願の祝詞を大変丁寧に

上げて頂きました。その後、私と中西会長で玉串を奉

奠し、その後全員で柏手を打って礼拝をしました。序

幕の後、参加者全員でお神酒を頂き 30~40分ほど

で一通りの儀式を終え、越谷へと帰って参りました。 

途中、少し遅い昼食をいわき市の小名浜港近くの

料理屋で取り、その後 「いわき・ら・らミュウ」という新

鮮な魚介類市場や、レストラン、お土産 コーナーな

どがいっぱいのいわきを代表する総合施設に立ち寄

り、お土産を買って帰路に着きました。さながら、ミニ

親睦旅行の様でした。参加頂いた会員の皆さん早朝

から丸一日お疲れ様でした。 

そして、先週の 4月 6日（水）は、創立 40周年記

念ポリオ撲滅チャリティーゴルフ大会を野田市の千葉

カントリークラブ・野田コースにて開催させて頂きまし

た。総勢約 170名の参加を頂き、快晴・微風で初夏

のような陽気の中、また桜も満開というこれ以上無い

というくらいのコンデションとローケ―ションの中で盛

大に開催することが出来ました。 

早朝からの受付やプレーに参加してくれた多くの

会員と、スコアアテストにまた、表彰パーティ終了まで

設営や運営のお手伝いをしていただいた会員の皆

様に改めて厚く御礼申し上げます。少し、プレー進行

が遅れたりしましたが、参加頂いたお客様には概ね

好評だったと思います。 

5月 14日（土）の 40周年の総仕上げの記念式典

も大いに盛り上がり大成功に迎えられますよう当日ま

で、準備に余念のないよう引き続き会員皆様のご理

解とご協力を切にお願い致します。 

さて、今月 4月は「母子の健康月間」（※）ということ

で、事務局の杉山さんに初めて卓話をしていただく

事になっています。本人も色々と内容を考えて本日

を迎えたことと思います。女性という視点と、子を持つ

母親という立場で、どんなお話が聴けるか楽しみです。

本日も何卒宜しくお願い致します。 

 

（※注釈） 

2014年 10月RI理事会は、重点分野である「母子の

健康月間」である 4月を、5歳未満の幼児の死亡率と

罹患率の削減、妊婦の死亡率と罹患率の削減、より

多くの母子に対する基本的な医療サービスの提供、

保健従事者を対象とした研修、保健ケアの提供、母

子の健康に関連した仕事に従事することを目指す専

門職業人のための奨学金の支援を強調する月間とし

た。 

 

幹事報告 

 

会田 謙二 幹事 

・浪江 RC への記念碑建立についての記事が福島

民報に掲載されました。 

・地区より 3/16現在の新会員入会速報が届いてお

ります。 

・越谷南 RC よりグランドゴルフ大会開催に対す

るお礼と 4月と 5月のプログラム予定表が届いて

おります。 

・越谷商工会議所から、設立のご挨拶が届いてお

ります。 

 

委員会報告 

・40周年実行委員会：記念誌部会 

 記念誌原稿の提出期限は本日となっていますの

で、ご提出予定の方は、すみやかにご提出をお願

いします。 
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結婚・誕生祝い 

 

 

会員誕生日 

小林光則 会員 昭和 27年 4月 22日 生まれ 

 山本正乃 会員 昭和 34年 4月 15日 生まれ 

 今井英治 会員 昭和 45年 4月 18日 生まれ 

新沼 徹 会員 昭和 47年 4月 28日 生まれ 

 

会員結婚記念日 

 稲垣勝三・文子 様  4月 4日 

 櫻井智之・三重子 様  4月 5日 

 並木勇一・美江 様  4月 8日 

 石川秀雄・愛子 様  4月 15日 

 今井英治・淳子 様  4月 18日 

 石井知章・道子 様  4月 19日 

新沼 徹・享子 様  4月 28日 

今野忠雄・照子 様  4月 29日 

 

代表挨拶 

 

稲垣 勝三 会員 

いつの間にか、息子が 50歳になり、金婚式をやる

のをすっかり忘れていたことを後日気づきました。私

が悪いのではありません、子どもが悪いのです。本来

なら、息子と嫁さんが気づいてやってくれていれば良

かったのですが…。 

昭和 40年 4月 4日、大神宮様で結婚式を挙げま

したのが、つい昨日のように思い出されます。 

本日は、どうもありがとうございます。 

 

 

3分間 R情報 

 

 

松﨑 義一 会員 

会員の皆様ご存知でしょうか、2017 年、ロータリー

財団は 100年を迎えます。 

ロータリー財団の始まりは、一人のロータリアンの

行動から始まりました。 

その人の名は、アーチ・クランフ氏です。 寄付金

は、26 ドル 50セントでした。 

◆ロータリー財団の始まり～一人のロータリアンの夢

が現実に。 

 

アーチ・クランフがロータリーの基金について語っ

た、1917年のアトランタ国際大会に出席した人々 
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アーチ・クランフ (1869～1951 年)明治 2 年～昭

和 26 年。ロータリー財団の創始者。1916-17 年（大

正 5 年）度ロータリー・クラブ国際連合会（後の国際ロ

ータリー）会長。アメリカ・クリーブランド RC 会員。入

会時の職業分類は「材木－卸売ならびに小売」。 

1917年（大正 6年）、アトランタ国際大会で、「世界中

で善いことをする目的のために基金を設置することは

極めて妥当なように思われます」と述べ、この提案が

「ロータリー基金」という名前でスタート、1928 年（昭

和 3年）のミネアポリス国際大会で「ロータリー財団」と

して認証されました。よって彼は、「ロータリー財団の

父」とたたえられています。  

◆アーチ・クランフの生い立ち 

ペンシルバニア州コネチカットで 1869 年(明治 2

年)6 月 6 日に生まれたアーチ・クランフは、オハイオ

州クリーブランドで、彼の人生の大部分を過ごしまし

た。彼の母親は有名なアメリカの小説家ジェームズ・

クーパーの子孫で、父親の先祖は、1771 年(明治 8

年)にニューヨークに定住しました。 

アーチは 12 歳のときに一家の暮らしを助けるため

に学校を退学したので、ほとんどが独学でした。彼は

クリーブランド設けられた夜学に通うことによって、学

力の不足を補いました。 

18 歳でクリーブランドのキューヤホガ製材所の雑

用係の職につきましたが、すぐに昇進して、最終的に

は会社の会長、総支配人そして経営者になりました。

また、彼は製箱会社や銀行の社長や、不動産業と汽

船会社の副会長を務めました。彼はクリーブランドに

留まらずオハイオ州における実業界と地域社会双方

の組織でも活動し、法的な件に関する建設業者のス

ポークスマンの役割を果たしました。 

彼の芸術的センスは素晴らしく、優れたフルート奏

者として、クリーブランド・シンホニー・オーケストラで

14 年間も演奏する傍ら、マネージャとして活躍しまし

た。また、彼はスポーツでも活動的でした。 

ロータリーにおいては、偉大なロータリー財団にな

る基礎を作ったアーチ・クランフとして、最も大きな貢

献をしました。1917 年(大正 6 年)に、カンザスシティ

ー・ロータリークラブからの 26 ドル 50セントの寄付金

から始めた財団基金は、今日何億ドルもの基金に成

長して、外国に行って自らが選択した学問を追求す

る機会を全世界の学生に提供しています。 

また、アーチは地区組織を構成する基礎となる、標

準ロータリークラブ定款と細則の制定に関わりまし

た。 

1914 年(大正 3 年)、クリーブランド・ロータリークラ

ブに入会して 3 年後に、アーチ・クランフは国際ロー

タリークラブ連合会の理事になり、1916年(大正 5年)

には会長に選出されました。 

1951年(昭和 26年)6月 3日に逝去しました。 

◆始まりは 26 ドル 50セント 

1917 年(大正 6 年)、アーチ・クランフはアメリカ・ジ

ョージア州アトランタで開催された国際大会で、「ロー

タリーが基金をつくり、全世界的な規模で、慈善、教

育、その他、社会奉仕の分野で、何かよいことをしよう

ではないか」と提案しましたが、その背景には、彼の

生い立ちが影響していたのかもしれません。 

 彼の提案は、同大会で採択されました。ロータリー

基金（ロータリー財団の前進）への最初の寄付は、

1917 年(大正 6 年)、ミズーリ州カンザスシティーロー

タリークラブからの、26ドル50セントでした。今日のレ

ートで計算すると、3,000円と少しというところですが、

今から約 110 年前のことです。現在の物価に換算す

るとどのくらいの金額になるのでしょうか。アメリカと日

http://koshigayakitarc.dyndns.org/
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本の違いもあり、単純に換算することは難しいのです

が、私たちが単純に考えているよりは、はるかに多い

金額だったのかもしれません。 

ロータリー基金→ロータリー財団へ名称を変えたの

は、1928年(昭和 3年)です。 

生みの苦しみを味わっていたこの基金も、基金総

額が 5,739ドル 7セントに達した 1928年のミネアポリ

ス国際大会で、この基金による事業開始の時がきたと

して、基金の名称をロータリー財団と改め、国際ロー

タリー定款・細則も改定されました。 

ロータリー財団が、これほど効果的なのは、資金と

人を組み合わせるからである。 

ポール・ハリスは 1934 年（昭和 9 年）にクランフに

出した手紙にこう書いている。「私たちは、あなたがこ

の運動に何年も注いできた努力以外に、おそらくこれ

といった努力をすることなく、いつか、突然、自分たち

が何か非常に重要なものになっているのに気づくよう

な気がする。」 

ロータリー財団プログラムが初めて実施されたのは、

1947年(昭和 22年)です。1947年(昭和 22年)には

最初の財団プログラムが実現されました。それは、高

等研究奨学金と呼ばれるもので、1 年目は、米国、ベ

ルギー、英国、フランス、メキシコ、中国の 18 人の若

い人たちが選ばれ、他国でそれぞれの専門分野を勉

学しました。当時は、この人たちはポール・ハリス・フ

ェローと呼ばれていましたが、最初の国際親善奨学

生でした。 

ロータリー財団は、多くのロータリアンによって、大きく

花開くことになりました。特に、日本のロータリアンの

果たす役割は、ロータリー財団の大きな支えになって

います。ロータリー財団に寄付をするとき、ロータリー

財団の資金を使ってさまざまな奉仕活動をするとき、

アーチ・クランフの「小さなひらめき」が、その第一歩

であったことを思い出してください。 

   

 

 

卓 話 

「母子の健康月間」にちなんで 

 
事務局 杉山 順子 様 

こんにちは、事務局の杉山です。越谷北 RC で

お世話になって、早くも 15年が経ちました。 

卓話のご依頼を頂いた時、正直言って悩みまし

たが、日頃の感謝の気持ちを込めてお話しさせて

いただく事に致しました。 

 4 月は母子の健康月間という事ですが、私が皆

さんにお話しできるのは自分の子育ての経験談だ

けです。 

 「健康」と言いますと、身体の健康は勿論です

が心の健康も子育てにおいてはとても大事なこと

で、とても厄介なことです。私も二人の子育てを

する中で、何度悩んだことかわかりません。 

 結局子どもが心身ともに元気でいられるために

は… 

①安心して帰ることが出来る家が有ること。 

②何が有っても自分を信じて見守ってくれている

人(親)がいること。 

この 2点だと思っています。 

 その為にも、母親はいつも元気でいなくてはな

りません。 

 私が元気でいられるのは皆様のおかげだと思っ

ています。 

 これからもどうぞよろしくお願い致します。 
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・先週の 40周年チャリティゴルフ大変お疲れ様でし

た。杉山さん、本日卓話宜しくお願い致します。  

 大熊正行 

・杉山さん、卓話よろしくお願いします。   会田謙二 

・昨日は、次年度クラブ運営委員会の皆様、ご苦労様

でした。杉山さん、本日卓話宜しくお願いします。 

松井昭夫 

・お誕生祝い、ありがとうございます。今後ともよろしく

お願い申し上げます。             山本正乃 

・結婚祝、ありがとうございます。 

稲垣勝三 櫻井智之 

・結婚祝、ありがとうございます。今年で 47回目の結

婚記念になります。              石井知章 

･本日、結婚祝いの方のカードを忘れてしまい、すみ

ません。ご自宅に送らせて頂きます。    鷹島綾子 

･小林光則さん、山本さん、今井さん、新沼さん、お誕

生日おめでとうございます。         市川洋和 

・創立 40周年記念ゴルフ大会、皆様のご協力により、

無事に終わりました。ありがとうございました。 

一柳昌利 

・記念ゴルフお疲れ様でした。いよいよ記念式典まで、

1か月です。皆様のご協力、宜しくお願い致します。 

宮﨑敏博 

･長谷川さん、御当選おめでとうございます。なお一層

のご活躍を祈念申し上げます。       末木照久 

･長谷川真也会員、松伏町議選、3期目の当選おめ

でとうございます。事務局杉山順子さん、母子の健康

月間についての卓話よろしくお願い致します。 

  鈴木英男 

･落ち着いたので、これからロータリー活動頑張ります。

長谷川真也 

･今日は杉山さんの卓話ですね。すごく楽しみです。 

堀野眞孝 松﨑義一 

・杉山さん卓話よろしく！次回欠席します。 太田靖彦 

・杉山さん、卓話よろしくお願いします。 

須賀篤史 今井英治 

･杉山さん、お待たせしました。思う存分、卓話して下

さい。楽しみにしています。          中澤広樹 

・杉山さん、卓話楽しみにしています。 

関森初義 佐藤要  

・日々奉仕の気持ちを大切に。         新沼徹 

・本日もよろしくお願いします。      

 髙瑠美子 川島徹 

･世界平和のために。              大濱裕広 

 

出席報告 

 

会員数            56名 

出席免除者         17名 

出席者            39名 

欠席者            17名 

出席率            79％ 

 

国際ロータリー第 2770地区 

2016年 地区研修・協議会 

日時 2016年 4月 19日 

場所 越谷コミュニティセンター・中央市民会館 

 

次年度に向けて、地区研修・協議会が開催され、

浅水尚伸ガバナーエレクトから、次年度の地区活動

方針及び地区運営方針が発表されました。 

当クラブからも、松井会長エレクトをはじめ、次年

度理事役員、地区委員らが参加しました。 

http://koshigayakitarc.dyndns.org/

